
【本所：地域第二係】

課題番号４

複合経営の安定化と担い手を核とした
地域農業の振興

～ A.N.M (A)新しい(N)西美唄を(M)盛り上げよう ～

対象：美唄市西美唄地域（１９戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

図１ Ｒ５西美唄地区の農業粗収入

転作作物の収入(交付金
等含む)が60％を占める。

直播水稲の普及
基本技術実践

３米麦営農組合が存在
若手の規模拡大志向

各組合間の意見交換、
若手農業者が地域農
業を考える場がない

中堅農業者の技術向上
若手農業者への技術伝承
田畑転換について検討

現状 問題点 課題

水稲との春作業競合

（１）推進事項：基幹作物の生産性向上 乾田直播の基本技術実践による適正穂数の確保

（２）推進事項：担い手による地域農業の振興 ①若手農業者の畑作物技術習得

👉安定多収に影響する「穂数確保」を目標に技術を提案し、個別の課題に対応

👉若手農業者の技術力向上に向け研修会､定点調査､ベテラン農業者の助言等を活用

水稲、小麦、大豆を主体に複合経営
経営規模：１９.２ha／戸
経営主年齢：平均５６歳（令和５年）
米麦営農組合（共同）：
アグリ山形､西美唄米麦､元村米麦

西美唄地域の概要



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

②田畑輪換体系における
ほ場管理の検討

若手農業者

Ｅ Ｆ’ Ｉ’ Ｌ’ Ｎ Ｏ

秋まき小麦の栽培管理 達成 ○ － ○ － ○ ○

緑肥の機能性 達成 ○ ○ － － ○ ○

大豆の栽培管理 達成 ○ ○ ○ － ○ ○

直播てん菜の栽培管理 未達 － － ○ － － ○

習得作物
習得
結果

営農組合全員で若手農業者の
技術習得を後押しできた。

全員10俵/10a達成!

（１）乾田直播の基本技術実践による適正穂数の確保

（２）推進事項：担い手による地域農業の振興 ①若手農業者の畑作物技術習得

②田畑輪換体系におけるほ場管理の検討
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モミサブローは

透水性高い

サブソイラのみ

でも収穫直後の

施工などで透水

性確保できる

透水性の目標値

は、IB100mm/h

排水対策は、土壌特性、労働力、
輪作体系など総合的に判断!

（１）直播水稲の安定多収に向けた技術定着への支援を継続する。

（２）若手農業者への栽培技術継承に向けた支援を継続する。

モミサブロー※施工で安定
して透水性が高まるね。

表１ 基本技術実践状況と生育・収量

表２ ほ場管理技術習得

図２ 排水対策による透水性の違い

👉透水性の数値化と農家の
ほ場管理を可視化すること
で活発な意見交換を促す

※モミサブロー：有材心土破砕

Ａ Ｂ Ｄ Ｅ Ｉ Ｏ Ｑ

均平 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

は種前後の鎮圧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

は種量 kg/10a ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

砕土率 % ○ ○ ○ ○ - ○ ○

苗立本数 本/㎡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

穂数 本/㎡ ◎ ○ △ △ ◎ ◎ △

総籾数 千粒/㎡ 40.0 48.6 31.5 35.6 34.1 42.5 27.5

千粒重 g 27.6 25.8 25.2 27.0 27.0 26.9 27.3

収量 kg/10a ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

※砕土率：20㎜未満土塊×60%未満、△60～69％、○70％以上

※苗立本数（本/㎡） ○：150～250 △：～150

※穂数（本/㎡） ◎：700～900 ○： 900～1,000 △：～700

※収量（600kg/10a） ◎：106%～ ○：95～105%


